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1緒　　言
　甲欺腺腫特に北海道における地方病性海岸性甲
1伏腺腫に関しては戦前既に極く部分的に武田，新
保1），新保：，小野江。），臼淵，室谷氏等3）により調査
が行われたが，未だ総括的調査が行われておらな
いため当外科學敏室において総括的調査をするに
先立ち江差地方特に江差町を中心とした調査を行
V・，甲歌腺腫の原因，治療その他の資料に供する
ため本調査を行った。
II　調査方法
1）　田降日　：N召1…025年7刀
2）地域：江差町及び近隣村
3）対照；主として新制中学，新制高校の集團槍診に求め
更に一般住民の大部分を含め総計2，234名である。
4）訓査項目：大要は次の如くである。
　a）氏名，性別，年齢
　b）現佳所，生地
　c）生活環境
　　　イ）職　　業
　　　ロ）食琳：特に飲料水，嗜好品，海藻食の程度
　　　ハ）生活・程度
　d）ql状腺の肥大度，形及び硬度
　e）全身状態
1，武田・新保：北海道医誌，20，129（昭17）．
2）新保・小野江：［rij上，21，1414〔昭18）．
f）発病年齢
9）月経，分娩
bl遺傳関係
i）氣象関係
ユ）生活環境
III調査成績
　江差地方は長年の魚業不振によb一般に生活環境悪く，
ために患者の生活水準は大体中～下流に属している。海藻
の食度については53例中32例の者が昆布，わかめを好ん
で食し，中には甲状腺腫治療の目的で大：量の昆布，わかめ
を食しているものも小数あった。・一般的に見て江差地方住
民は海藻類を好まぬものでもお汁のいわゆるダシとして常
用しているので，一般都會入に比べてIodine搦取量は可
成大量であると推定される。
　嗜好品については特に目立つたものもなく，また江差地
方特有の料理といったものも見当らなかった。
　飲料水は井戸水19例，ポンプ21例，簡易水道7例，湧
水4例，川水2例と成っており特に海岸附近のポンプ及び
井戸水は相当高濃度の塩分を含んでいる。
2）罹患率及び発病年齢
　訓査総入員2，234名中罹患者53名，罹患傘2．3％で内男
8例，女45例で圧倒的に女性に多く認めた。
　発病年齢は第1図に示す様に，8歳が一番多く12例を
算しているが，これが発病年齢不詳なものでrJt体小学校入
校時に甲状腺腫があった様に思うというのを入れたためで，
3）臼淵・室谷・：新臨床，2，12（1947）．
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総体的に見て図に明かな榛にいわゆる青春
期，即ち14歳を頂点とし11歳頃より15～
16歳までの問に発生するものが多い。
　更にこれを男女年齢別に見ると図に示す
様に男子では14オ，5例を最高とし女子で
は17オ，9例を最高とする緩い双曲線が見
られる。しかもこれ等双曲線の頂点はいず
れもいわゆる青春期に当っている。
3）　甲状腺腫の性状
　i）腫大度
　一般にDieterle分類法が用いられてお
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るが本法はしばしば国定上困難を感ずる事があるので
著者は本法に併せて腺腫の両葉問隔の最大値：を分点と
し，上極と底の最大値を分子とする実測も行った。
　また腺腫部を分子或は分母の10cm以下のもの，
10cm～20　cm未満のもの，及び20　cm以上のものの3
群に分ち，それぞれII，　III，　IV度と分類すると，第IV
度の・のは・だ・轍性1（13cm24cm）で第…度・女
19名，男2名計21名，第II度は女25名，：男6名計
31名であった。　また面訴い事は実測値の大きな患者
の多い地区に罹患寧の多い事を認めた。
　ii）形状及び硬度
　大部分1彌漫性腫張であり，柔軟である。腫痴部位は
諸家の報告の様に右側に多く，右側25例，左側2例，
両側26例で両側にあるものが右側より僅かに勝って
いる。
4）家族歴その他
　同一家族に罹患者のあるもの男女合計19名全体の36％
に相引しているが，これは必ずし騒置傳関係とはいい難く
むしろ同一生活環境に在るためと考えるべきであろう。こ
れは同一家族人．で一度他に軸出し甲状腺腫の浩失したもの
が帰軸比1年目で再発を見ている事より明かな事である。
5）月経，妊娠について
　女子45例中月経の有る者19例で割合に少なくこれは新
制中学，新制高校の生徒の多いためと考えられる。初潮年
齢は割合に遅く16歳6例を頂点とし緩い双曲線を示し14
歳～18歳までの悶に起っている。中には全く月経を見ない
ものも有り，また全く月経なくして妊娠を見ているものも
ある。特に面白い事は年齢の増加と共に甲状腺腫の直然減
少の傾向が見られ，女子校時代に甲状腺腫のあった者が今
は消失したという者も多く，また田口により沿失したもの
も可成の数に上っている。
6）全身状態及び障石駒について
　全症例中障碍を訴えたものは男子3例，女子32例，計
35例，全体の66％に当るがその程度の心惇尤進及び発汗
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’の租度で特に医家を訪れなければならない病的症状を呈す
る者はなく，ただ2例において手術後粘液水腫様症状を呈
したもの及びバセドー氏病症状を訴えたものがあった。
7）氣象について
　昭和15年～16年間の氣象について江差氣象台で調査を
して置いたが特に著明な変化は見られなかった。1ただ面白
い事はその風向であって，江差地方では4月～6月に強い
南西の風の吹く享である。ために木の葉が自く塩を吹くほ
どであるという。
　北海道地：方で甲状腺腫の多い浦河地方，稚内地方，いず
れも4月～6月に著明な南西の風の吹く事は興昧ある事実
であって，ここに一連の関連を思わせる。
IV　総括並びに考按
　江差町及び近隣村甲歌腺腫歌況を総括的に蓮べ
て見ると，全調査人1一一i　2，234名中罹患者53名罹患
率2．3％でその罹患率は予想外に低率であった。
　これを南町別分布図によって現わすと第3図に
示すとおりであって，特に：海岸に近接した地区に
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第　3　図
多く，中でも鴎島を中心とした一帯に高濃度に見
られた。特にこの地区は塩分の張い飲料水を使用
している事も注日に値する。
　生活度は疲弊町村であるため一一・般に低く中～下
流階級に多く患者の発生を見，また昆布，わかめ
を常用して居る者も多かった。
　男女比，患側比，発生年齢層は先人の報告と大
差なく全身症状も2例を除き特に：病的平筆を呈し
た者はなかった。
　野州も4月～6月の南西の風を除き著明な変化な
く遺時：関係につV・ても決定的な線を出す事が出子
なかった。
　月経に：関しては初潮が比較的逞V・のが目立って
V・る。
　以上結論的に述べるとこの地方の甲歌腺腫は青
春期に著明に塘加し年齢の増加と共に次第に縮少
或v・は消失し，妊娠，分娩或v・は結婚により消失
する者のある点よリホルモン的関係が極めて有力
なものと考えられる。
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　以上の観点より最近われわれの敏室において，
本症の本態探究及び治療の面におV・て，ホルモン
に関係するものであろうとして，その究明に努力
してV・るがいわゆる性ホルモンより脳下垂体ホル
モンを介しての関蓮を考える時，極めて興味ある
事実と考える。
　　　　　　　　V結　　論
　著者は190「o年7月江差町及び附近隣村におけ
る甲1伏腺腫の調査を行い次の結論を得た。
　1）江差地区四民及び新制中学，新制高校生徒
総数2，234名の罹患率は平均2．3％でこれを各門
別に見ると鴎息を中心とした海岸地区に多く発生
してV・る。
　2）腫大度の測定には新たに腺腫の実測を行い
大なる実測値の多数見られる地区ほど罹患率もま
た大であった。
　3）本症発生原因及び治療に関して目下ホルモ
ン関係より鋭意研究に努力してV・る。
Summary
　　Since　July　19，　50，　we　have　been　investigating　the　distribution　of　Endemic　Go；．ter　at　ESASHI
and　its　neighbouring　districts．
　　The　results　are　as　follows・
　　1．　Of　the　2，234　cases　investigated　in　or　aro皿d　ESASHI　the　average　morbidity　rate　was
2．3，％　with　the　largest　number　of　Goiter　patients　found　in　the　area　surrounding　KAMOMEJIMA．
　　2．　The　actual　size　of　the　adenoma　was　measured　to　determine　the　degree　of　hypertrophy．
It　was　further　revealed　that　a　great　number　of　patients　with　large　adenonia　were　those　who
reside　in　areas　where　the　morbidity　rate　is　higher．
